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A-SX 40 0 0 10 50 XR1
A-SH 40 0 0 10 50 H607
A-TX 0 0 40 10 50 XR1
A-TH 0 0 40 10 50 H607
A-TX(-) 0 0 50 0 50 XR1
A-STX 30 0 10 10 50 H607
A-SCX 30 10 0 10 50 XR1














に通してろ過し、分析サンプルとした。アミノ酸混合標準液 B 型および AN-Ⅱ型（Wako）





小型菌床を使ったシイタケ栽培における各段階間の培養日数を図 1 に示す。 
























B-SX 280 0 50 50 10 600 990
B-25CX 210 70 50 50 10 600 990
B-50CX 140 140 50 50 10 600 990







































































図4. シイタケ煮汁アミノ酸組成（mM）                     
Ａ〜Ｄでは菌床の種類ごとに分析したアミノ酸濃度を、Ｅではコーヒーかすの
置換割合ごとのアミノ酸濃度平均比較を示している。 
